





























FootGaugeを用いて足長 ・足幅(ボール部)を計測 し,メ ジ
ャー を用いて足囲(ボール部)を計測 した(図1).
計測肢位 は開眼立位で両足部 内側縁間を10cm開脚 させ,前
方の1点 を注視 させた.
【結果】





日本人の足長 は1960年以降に生まれた世代か ら急速 に大
きくなってお り,1990年まで増加傾 向を示 し,現在まだ止ま
った とは言 えない3)と報告 されている.し か し,今回1990年
代 生 まれ の 女性 の 足部 を計測 した ところ,足 長 平 均 が
23.05cmであ り,1997年お よび1991年に計測された数値 とほ
ぼ同等であった.こ のことか ら,現代の20歳前後の足長変化
は23.05cmで止 まっていると示唆 された.
また,若 い年代の女性ほど足長の割に幅が狭 く,厚 みが薄
い形状へ と変化 してい る4)と言われているが1998年お よび
1992年の18～24歳の女性の足囲はJIS規格2)でEであ り3,5),
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